














面での CTD、ADCP データを用いて(図 1)、流量、淡水、熱輸送量の長期変動を調べることを目的とする。ここで
は、淡水量は北極海の平均塩分(34.8psu)、熱量は海水の結氷温度(～-1.8℃)を基準とする、北極海で標準的な手法
を用いる。 
図 2 に 2000 年 10 月～2015 年 10 月の流量、淡水、熱輸送量を示す。2010 年以降のバロー海底谷の流量、淡水
輸送量は 2000-2008 年と比べると、減少傾向にある。流量や淡水輸送量の変動は岸沿いの風の変動が原因であるこ
とが示されているため (Itoh et al., 2012, 2013 )、北風が強かったことが原因と考えられる。また、ベーリング海峡
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図 1.チャクチ海の海底地形と係留点の位置。矢印はベーリ
ング海峡からの流入水の流れの模式図。 
図２.バロー海底谷の(a)流量、(b)淡水、(c)熱輸送
量。グレー線は 2000-2015年の平均値。上部の数字
は年平均値。 
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